
Ⅰ 組織と研究体制

Ⅱ 出版活動──多様な分野への拡大

筆者はかつて『現代の中東』第５号（１９８８年

９月）においてエジプトのアハラーム政治・戦

略研究センター（Markaz al−Dirasat al−Siyasiya wa

al−Istratijiya bi al−Ahram，以下，センターとする）

について研究機関紹介を試みた。それから早や

２０年近くの年月が経過し，エジプトおよび中東

諸国を取り巻く状況も大いに変化してきたこと

もあり，こうした変化をも踏まえて，あらため

てこの間のセンターとその変化について紹介を

してみたい。

センターの沿革について言及すれば，センタ

ーは１９６８年に日刊紙『アハラーム』を発行する

組織であるアハラーム機構（Mu’assasa al−

Ahram）の内部に「パレスチナ・シオニズム研

究センター」として発足したものであり，その

背景には，６７年の６月戦争でイスラエルに敗退

し，領土であったシナイ半島を占領されるとい

う危機的な状況に当面したエジプト政府がイス

ラエルおよびパレスチナ問題を本格的に研究対

象としなければならなくなった事情があった。

その後，１９７２年に「政治・戦略研究センター」

へと名称を変更して再編され，研究対象と研究

体制を拡大・発展させることになった。

新たに再編されたセンターの目的は，エジプ

トおよびアラブ世界，さらに世界の戦略的な諸

問題に関する研究・出版活動をとおして，エジ

プトやアラブの世論を啓発することとされた。

そのために，国際関係における主要な変動，紛

争解決，およびアラブとエジプト社会の政治・

経済・社会の諸問題，が３つの主要な研究領域

として掲げられている。センターは，いくつか

の研究単位から構成されるという研究体制のあ

り方に大きな変化はないものの，１９９０年代以降

には研究単位の拡大傾向を示してきた。それと

ともに，出版活動に関しても１９８０年代までは限

られた定期刊行物の発行に留まっていたもの

が，９０年代以降，定期刊行物の出版点数が著し

く増加したばかりでなく，シリーズ物の新しい

企画がつぎつぎと出版されるに至っている。そ

こで以下では，こうした変化を，組織と研究体

制および出版活動，の２つの点を中心にして簡

単にまとめてみることとする。

Ⅰ 組織と研究体制

センターは，エジプトおよびアラブ世界を代

表する日刊紙『アハラーム』を発行するアハラ

ーム機構が附置する中東では有数の研究機関と

して知られている。

１９９０年代半ば以降所長を務めるアブドル・モ

ネーム・サイード氏は，１９７５年から９０年代半ば

まで所長を務めたサイイド・ヤシーン氏の下で

ウサーマ・ガザーリー・ハルブ氏（現在は季刊

アハラーム政治・戦略研究センター（エジプト）
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誌『国際政治』編集長）とともに副所長として

仕えた政治学者であり，センターの研究・出版

活動の拡大を指導してきた。彼は，第２次世界

大戦後生まれの世代でアメリカの大学で博士号

を取得して帰国した最初の世代として，センタ

ーの研究活動の発展というだけでなく，エジプ

トの政治研究の分野に新しい潮流を持ち込み，

若手の政治研究者の育成に貢献したグループの

ひとりであった。

サイード所長の下にムハンマド・アッサイイ

ド・サイード氏とタハ・アブデル・アリーム・

タハ氏の２人が副所長を務め，その他に，５人

が所長補佐として出版，外国との渉外，国内の

渉外，研究，インターネットの各分野をそれぞ

れが統括する体制がとられている。また前所長

のサイイド・ヤシーン氏は顧問として助言を求

められる立場にある。現在の研究スタッフの正

確な数はわからないが，ホームページによれば，

研究スタッフ２８人，事務スタッフ７人で総数３５

名の人員を抱えるという。

研究体制は研究単位およびプログラムから構

成され，１９８０年代まで７つの研究単位であった

ものが，その後着実に拡大する傾向を示してき

た。現在の研究単位とその責任者を示せば，ア

ラブ研究（ワヒード・アブデル・マギード），比

較政治（ディアー・ラシュワーン），国際関係（ガ

マール・アブデル・ガワード），経済（アブデル・

ファッターフ・エルギバーリ），社会（ナビール・

アブデル・ファッターフ），軍事（ムハンマド・カ

ドリー・サイード），歴史（ラウーフ・アッバース），

マスコミ研究（オルファト・ハサン・アガー），

エジプト革命研究（ムハンマド・サイード・イド

リース）であり，研究プログラムとしてイスラ

エル研究プログラム（アブデル・アリーム・ムハ

ンマド），湾岸研究プログラム（ムハンマド・サ

イード・イドリース），そしてインターネット・

ITプログラム（ハサン・アブー・ターリブ）であ

る。このなかには歴史研究単位のアッバース教

授（カイロ大学文学部歴史学科）のようにセンタ

ーの専任の研究者ではない専門家が責任者とな

る場合もあるが，ほとんどの研究単位はセンタ

ーのスタッフが責任者となっている。

このように多数の研究単位を設定して研究活

動を展開してきたが，センターは，アラブの国

際政治およびエジプトの政治研究という分野に

関して若手研究者の養成という点で大きな貢献

を成し遂げてきたということができる。センタ

ーはサイイド・ヤシーン前所長の時期から行っ

てきたカイロ大学政経学部のアリー・ディーン

・ヒラール教授らとの共同研究の推進をとおし

て政経学部出身の若手研究者を研究スタッフと

して取り込み，中堅の研究者としての活躍の場

を提供してきた。そうした若手，中堅の研究者

を上述した研究単位の責任者の下の世代に数多

く見出すことができる。出版活動の部分で言及

するが，アムル・シューバキー，アムル・ハー

シェム・ラビーア，アイマン・サイイド・アブ

ドル・ワッハーブらはそうした世代に属し，現

在数多くの研究を発進している研究者の例であ

る。

Ⅱ 出版活動──多様な分野への拡大

１９８０年代にはセンターが発行する代表的な定

期刊行物は，『国際政治』（al−Siyasa al−Dawliya）

と８５年に創刊された『アラブ戦略レポート』

（al−Taqrir al−Istratijiyi al−‘Arabi）くらいであっ

た。前者は季刊誌，後者は年鑑であり，発行の
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ペースという点で比較的ゆっくりとしたもので

あった。しかし，１９９０年代以降ではセンターの

出版活動はそれ以前とは比べ物にならないテン

ポで拡大の一途を辿ることになった。

現在，センターを代表する定期刊行物は，年

鑑で『アラブ戦略レポート』と『戦略的経済動

向』（al−Ittijahat al−Iqtisadiya al−Istratijiya）があ

り，後者は２０００年に創刊されている。月刊ベー

スとして発行されるのは，『戦略ペーパー』

（Kurasat Istratijiya，１９９１年１月創刊で９５年１月か

らは英語版も発行），『アハラーム戦略ファイル』

（Milaff al−Ahram al−Istragijiyi，９５年１月創刊），『イ

スラエル関係資料選』（Mukhtarat Israiliya，９５年

創 刊），『イ ラ ン 関 係 資 料 選』（Mukhtarat

Iraniya，２０００年８月創刊）がある。また季刊誌

として『エジプトの状況』（Ahwal Misriya，９８年

創刊）がある。

これらのうちで，エジプト内外の研究で引用

されることが多い『アラブ戦略レポート』は，

センターが誇る最も重要な出版物であり，１９８５

年に年鑑として創刊されてから２００５年出版の

『２００４―２００５年版』で創刊２０周年を記録した。

その構成は国際政治，中東地域政治，エジプト

の３部からなり，資料や文書も掲載されており，

参考図書としての価値が高いものである。英語

版も出版されているが，アラビア語版に比べる

と参考資料として利用するには格段に劣る。

なお，『アラブ戦略レポート』と並んで引用

されることが多い季刊誌『国際政治』は，かつ

てはセンターのなかに編集部が置かれ，センタ

ーの出版物として刊行されてきたが，今日では，

編集部はセンターと同じ建物のなかにあり，ア

ハラーム機構に所属してはいるが，センターか

ら独立した別の組織をもち，その下で編集出版

されている。１９６５年７月に創刊され，２００５年７

月に創刊４０周年を迎えた『国際政治』は，アラ

ブ世界を代表する数少ない国際政治の学術誌の

ひとつとみなすことができる。最近ではウエブ

上（www.siyassa.org.eg）でその一部を閲覧する

ことができるようになったし，フォード財団の

財政支援によって雑誌の印刷も見違えるように

良くなっている。

『国際政治』と同じ経緯は，季刊誌『デモク

ラシー』（Majalla al−Dimuqratiya）についても当

てはまる。『デモクラシー』は，１９９７年３月に

センターの月刊誌として創刊されて２０００年まで

続いた『議会の諸問題』（Qadaya Barlamaniya）

が０１年に名称を変更して季刊誌として出版され

たものであり，発行当初はしばらくの間センタ

ーの出版物として位置づけられていたが，現在

ではセンターから独立した編集体制の下で刊行

されている。編集長はカイロ大学政経学部出身

の女性政治学者ハーラ・ムスタファーで，比較

政治学の学術誌として性格を一層強めようと試

みている。

季刊誌として注目される雑誌に，１９９８年から

刊行された『エジプトの状況』がある。この雑

誌には，エジプト社会の変容を理解するうえで

おおいに参考となる諸論文が掲載されている。

執筆者には国立社会学・犯罪学研究センターの

研究員がしばしば登場し，実証的な調査研究に

基づいた論文が提示され，学術的な性格をもっ

た季刊誌としている。

この他に１９９６年に創刊された年鑑『エジプト

における宗教の現状報告』（Taqrir al−Hala

al−Diniya fi Misr）があり，エジプトにおける宗

教機構や組織，運動についての動向を概観する

ために参考資料として利用価値の高いものであ
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るが，筆者の手元には９８年発行の第２巻までし

かないので，その後の刊行状況を確認できない。

センターの比較的最近における出版活動で注

目されるのは，今日のエジプトの政治社会研究

にとって基本情報に関するシリーズ物の出版物

の刊行である。なかでも注目されるのは，「エ

ジプトの県シリーズ」「エジプトの省シリーズ」

「エジプトの政党シリーズ」「エジプトの専門

同業組合シリーズ」の刊行である。

これらは日本の四六版に近いサイズで１５０ペ

ージ前後のコンパクトな書籍で，今日のエジプ

トの政治と社会を理解するうえで手ごろなハン

ドブックとなっている。いずれも２０００年以降に

刊行が始まったものと推測される。それ以前に

は（また現在でもしばしばありうるが）エジプト

において外国人研究者が基本的な情報ですら入

手することは必ずしも容易ではなく，大使館発

行の紹介状などの煩雑な手続きが必要とされた

り，役所の組織図１枚すら入手するのに時間が

かかったりした。またエジプト人のコネがなけ

ればなかなか資料が入手できなかったことを考

えると，こうした出版物の発行によって誰でも

基本的な情報に接近できることになった意義は

大きなものであろう。それだけエジプトがより

開かれた社会へと変化していることを示すひと

つの現象と考えることができよう。なお，これ

らの出版にはドイツのフリードリヒ・エーベル

ト財団による財政支援があったことも言及して

おこう。というのも，コンラート・アデナウア

ー財団と並んで，この財団はカイロ大学政経学

部をはじめとするエジプトの研究機関への財政

支援に協力的であり，貴重な研究成果の出版を

助成してきたからである。

つぎに，センターが最近数年間に単行書とし

て出版したもののなかでエジプトの政治に関し

て注目されるものを紹介してみたい。それらは，

センターの若手研究者のひとりとして言及した

アムル・ハーシェム・ラビーアを編者とする書

物である。まずインフォーマティブな書物とし

て，『エジプト議会エリート便覧：２０００年』（２００２

年）があり，２０００年の議会選挙後に形成された

新議会に関する分析的な研究に続いて掲載され

た写真付きの議員便覧は，人名録として貴重で

ある。最近の民主化・政治改革をめぐる論点に

関するものとして，『議会による統制とエジプ

トの人民議会の経験』（al−Raqaba al−Barlamaniya

fi al−Nuzm al−Siyasiya wa Dirasa fi Tajriba Majlis

al−Sha’b al−Misri，２００２年），『エジプトにおける

弱小政党と政党制』（al−Ahzab al−Saghira wa

al−Nizam al−Hizbi fi Misr，２００３年），『憲法修正と

２００５年大統領選挙』（al−Ta’dil al−Dusturi wa

al−Intikhabat al−Riasa 2005,２００５年），『エジプト

と改革──大統領と議会選挙後』（Misr wa al−

Islah，２００６年），『エジプトにおける選挙管理の

仕組み──諸外国の事例との比較』（Nuzm Idara

al−Intikhabat fi Misr ma’ al−Muqarana bi−hala

Buldan Ukhra，２００６年）がある。

これら最近における議会や選挙に関するセン

ターの研究と出版は，それ以前にセンターが継

続して行ってきた１９８０年代以降の議会選挙に関

する先行研究と有機的に結びつくことで，今後

のエジプトの現代政治研究を前進させることが

期待される。これまでセンターは１９８４年，８７

年，９０年，９５年，２０００年の議会選挙に関する研

究を出版しており，そのうち８７年と９０年選挙の

研究はカイロ大学政経学部に附置された政治研

究センターとの共同研究として刊行したもので

ある。また，それ以前においてもセンターは，
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サイイド・ヤシーン所長を監修者として『人民

議会における新たな潮流』（１９７６年）と題する

書物を刊行して，７６年選挙を分析し，エジプト

の政治において議会の地位と役割がどのような

変化をしつつあるかを明らかにした。この他に

もアフマド・アブダッラー編『エジプトにおけ

る議会選挙──１９８７年選挙の研究』（アラブ研

究センター，１９９０年）などセンター以外でも議

会選挙の研究が出版されてきたことも踏まえれ

ば，議会選挙に関して利用できるデータはかな

りの量に達しているものと推測できる。

さらに，今後のエジプト政治研究の展望とし

て考えられるのは，これらのデータに加えて，

センターが１９９０年代末から着手し始めた世論調

査の研究を結びつける試みであろう。センター

は「世論調査研究プログラム」の下にこれまで

６つの研究を完了させた。それらは政治参加，

東アラブ諸国の地域協力，エジプト議会選挙に

対する市民の態度，および世界の諸問題に対す

る市民の態度に関する調査研究であり，エジプ

ト国内だけでなく近隣のアラブ諸国の専門調査

機関との協力の下で実施された。こうした調査

は実施回数という点でまだ限られていると同時

に，今日のアラブ諸国において世論調査は学術

的に意味をなすのかという議論はあるにせよ，

アラブ諸国における新しい調査研究手法として

期待したい。

（和洋女子大学人文学部教授）
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